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大きな争点になることを防いだ。2011 年 11 月、馬英九総統は金山原発（第 1 原発）、國聖原発
（第 2原発）、馬鞍山原発（第 3原発）については、予定していた寿命延長を断念する方針を示
し、特に第 1、第 2原発はこれで数年後に運転終了とすることになった 2。これには第 1原発の原
子炉が福島第 1原発と同型（GE社製MarkⅠ）、第 2原発はその改良型（MarkⅢ）であるという事
                                                        


















































































                                                        
3 台湾の送電線図は以下 URLにあるファイルの 「圖 10-1輸配電線路－南電北送示意圖」を参照。 
http://history2.kuas.edu.tw/sp/94_2/2N4A/Hon&Wu/SP/lir/book/lib10.htm もしくは
http://cc.tccn.edu.tw/ezcatfiles/tadcc/img/img/556/power.doc  
4 黃靖萱「公投也解決不了的兩大難題」『財訊』No. 420（2013年 3月 14日） 
5 「《星期專訪》新北市長朱立倫︰無法處理核廢料 憑什麼使用核能」『自由時報』2013年 3月 4日。 
 http://www.ide.go.jp 
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6 
うしたことを考えると、馬英九政権がこのまま、国民投票実施に持ち込むとは言い切れない。 
国民・住民投票は、有権者の意向を直接伺う民主主義の重要な手段である。残念ながら台湾で
は、民進党も国民党もこれを十分に尊重してきたとはいえない。今回の江宜樺行政院長の発言も、
制度を逆手に取った政治戦術である。しかし、2008年と違い、国民党は有権者の反発を受けずに、
国民投票から撤退する事は難しい。唯一の退路は、第 4 原発の建設続行という自らの政策を諦め
る以外にない。江宜樺行政院長は民進党の緩みを突いてみたものの、早くも手詰まりに陥ったの
かもしれない。 
 
 
